
七

芳
村
弘
道
敎
授　

略
歷
・
著
作
目
錄

芳
村
弘
道
敎
授　

略
歷
・
著
作
目
錄

芳
村
弘
道
敎
授　

略
歷

一
九
五
四
年
一
二
月
二
一
日　
　

京
都
市
に
生
ま
れ
る

一
九
七
三
年
三
月　
　
　
　
　
　

京
都
府
立
山
城
高
等
學
校
卒
業

一
九
七
五
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
學
文
學
部
文
學
科
中
國
文
學
專
攻
入
學

一
九
七
九
年
三
月　
　
　
　
　
　
　

同
上
卒
業

一
九
七
九
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
東
洋
思
想
專
攻
入
學

一
九
八
二
年
三
月　
　
　
　
　
　
　

同
上
修
了

一
九
八
二
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
東
洋
文
學
思
想
專
攻
入
學

一
九
八
五
年
三
月　
　
　
　
　
　
　

同
上
單
位
取
得
滿
期
退
學

一
九
八
五
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
東
洋
文
學
思
想
專
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硏
究
生
（
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
六
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
學
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
九
年
九
月　
　
　
　
　
　

就
實
女
子
大
學
文
學
部
講
師

一
九
九
一
年
一
〇
月　
　
　
　
　

日
本
中
國
學
會
賞
（
文
學
・
語
學
部
門
）
を
受
け
る

一
九
九
二
年
四
月　
　
　
　
　
　

就
實
女
子
大
學
文
學
部
助
敎
授

一
九
九
五
年
一
〇
月　
　
　
　
　

第
五
回
蘆
北
賞
を
受
け
る

一
九
九
八
年
四
月　
　
　
　
　
　

就
實
女
子
大
學
文
學
部
敎
授

二
〇
〇
〇
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
學
文
學
部
敎
授
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
〇
七
年
七
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
學
よ
り
博
士
（
文
學
）
學
位
を
授
與
さ
れ
る

二
〇
〇
八
年
三
月　
　
　
　
　
　

復
旦
大
學
中
文
系
訪
問
敎
授
（
同
年
九
月
ま
で
）

二
〇
一
三
年
九
月　
　
　
　
　
　

復
旦
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
客
座
敎
授
（
二
〇
一
四
年
九
月
ま
で
）



八

二
〇
一
四
年
五
月
・
六
月　
　
　
　
　
　

北
京
大
學
國
際
漢
學
家
硏
修
基
地
訪
問
敎
授

二
〇
一
七
年
七
月
・
八
月　
　
　
　
　
　

九
州
大
學
文
學
部
非
常
勤
講
師

芳
村
弘
道
敎
授　

著
作
目
錄

著
書

王
昌
齡
詩
索
引 

朋
友
書
店　
　

一
九
八
三
年
七
月

立
命
館
大
學
圖
書
館
漢
籍
分
類
目
錄
（
共
著
） 

立
命
館
大
學
圖
書
館　
　

一
九
八
四
年
三
月

立
命
館
大
學
漢
籍
分
類
目
錄 

立
命
館
大
學　
　

一
九
八
六
年
三
月

十
二
个
北
京
人
（
共
著
） 

晃
洋
書
房　
　

一
九
八
七
年
八
月

詞
學
文
庫
分
類
目
錄
（
共
著
） 

小
樽
商
科
大
學
萩
原
硏
究
室　
　

一
九
九
六
年
三
月

立
命
館
大
學
所
藏
高
木
正
一
先
生
舊
藏
漢
籍
古
書
分
類
目
錄
（
共
著
） 

中
國
藝
文
硏
究
會　
　

二
〇
〇
〇
年
七
月

分
類
補
註
李
太
白
詩
（
一
）（
古
典
硏
究
會
叢
書
漢
籍
之
部
第
三
三
卷
） 

汲
古
書
院　
　

二
〇
〇
五
年
七
月

分
類
補
註
李
太
白
詩
（
二
）（
古
典
硏
究
會
叢
書
漢
籍
之
部
第
三
四
卷
） 

汲
古
書
院　
　

二
〇
〇
五
年
九
月

分
類
補
註
李
太
白
詩
（
三
）（
古
典
硏
究
會
叢
書
漢
籍
之
部
第
三
五
卷
） 

汲
古
書
院　
　

二
〇
〇
六
年
七
月

日
本
所
藏
稀
見
中
國
戲
曲
文
獻
叢
刊
（
共
著
） 

廣
西
師
範
大
學
出
版
社　

二
〇
〇
六
年
一
二
月

唐
代
の
詩
人
と
文
獻
硏
究 

中
國
藝
文
硏
究
會　
　

二
〇
〇
七
年
六
月

白
川
靜
文
庫
目
錄
（
共
著
） 

立
命
館
大
學
圖
書
館　
　

二
〇
一
〇
年
四
月

白
川
靜
の
世
界
Ⅱ
文
學
（
共
著
） 

平
凡
社　
　

二
〇
一
〇
年
九
月

十
抄
詩
・
夾
注
名
賢
十
抄
詩 

汲
古
書
院　
　

二
〇
一
一
年
三
月

立
命
館
大
學
文
學
部
中
國
文
學
專
攻
所
藏
村
上
哲
見
先
生
舊
藏
詞
學
文
獻
目
錄
（
共
著
） 

中
國
藝
文
硏
究
會　

二
〇
一
一
年
一
一
月

立
命
館
大
學
中
國
文
學
專
攻
所
藏
故
黃
萬
居
氏
寄
贈
漢
籍
古
書
分
類
目
錄
（
共
著
） 

立
命
館
大
學
中
國
文
學
專
攻　
　

二
〇
一
二
年
三
月

南
丹
市
立
文
化
博
物
館
藏
小
出
文
庫
漢
籍
古
書
分
類
目
錄
（
共
著
） 

南
丹
市
立
文
化
博
物
館　
　

二
〇
一
二
年
三
月

白
川
靜
を
讀
む
と
き
の
辭
典
（
共
著
） 

平
凡
社　

二
〇
一
三
年
一
〇
月



九

芳
村
弘
道
敎
授　

略
歷
・
著
作
目
錄

唐
代
的
詩
人
硏
究
（
日
本
唐
代
文
學
硏
究
十
家
）（
秦
嵐
等
譯
） 

中
華
書
局　
　

二
〇
一
四
年
一
月

近
衞
家
名
寶
か
ら
た
ど
る
宮
廷
文
化
史
―
陽
明
文
庫
が
傳
え
る
千
年
の
み
や
び
（
共
著
） 

笠
閒
書
院　
　

二
〇
一
六
年
四
月

杜
甫
全
詩
譯
注
（
三
）（
共
著
） 

講
談
社
學
術
文
庫　
　

二
〇
一
六
年
九
月

杜
甫
全
詩
譯
注
（
四
）（
共
著
） 

講
談
社
學
術
文
庫　

二
〇
一
六
年
一
〇
月

對
談　

私
の
白
川
靜
（
共
著
） 

エ
デ
ィ
シ
オ
ン
・
ア
ル
シ
ー
ヴ　
　

二
〇
一
八
年
二
月

論
文

王
昌
齡
に
關
す
る
一
、
二
の
考
察
―
開
元
年
閒
の
事
迹 

立
命
館
文
學
第
四
三
〇
號　

白
川
靜
博
士
古
稀
記
念
中
國
文
史
論
叢　
　

一
九
八
一
年
六
月

孟
浩
然
三
十
代
の
行
旅 

學
林
第
一
號　
　

一
九
八
三
年
一
月

儲
光
羲
の
田
園
詩
に
つ
い
て 

學
林
第
四
號　
　

一
九
八
四
年
七
月

陸
心
源
手
校
本
『
政
經
・
心
經
』
に
つ
い
て 

學
林
第
六
號　
　

一
九
八
五
年
七
月

韋
應
物
の
生
涯
（
上
） 

學
林
第
七
號　
　

一
九
八
六
年
一
月

韋
應
物
の
生
涯
（
下
） 

學
林
第
八
號　
　

一
九
八
六
年
七
月

「
韻
語
陽
秋
」
の
傳
本
に
つ
い
て 

學
林
第
一
一
號　

一
九
八
八
年
一
一
月

晩
年
の
孟
浩
然 

立
命
館
文
學
第
五
一
一
號　
　

一
九
八
九
年
六
月

元
版
系
統
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
に
つ
い
て 

學
林
第
一
四
・
一
五
號　

白
川
靜
博
士
傘
壽
記
念
論
集　
　

一
九
九
〇
年
七
月

元
版
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
と
蕭
士
贇 

日
本
中
國
學
會
報
第
四
二
集　

一
九
九
〇
年
一
〇
月

白
居
易
の
下

退
居 

學
林
第
一
八
號　

一
九
九
二
年
一
一
月

江
州
・
忠
州
時
代
の
白
居
易
―
「
閑
適
詩
」
の
制
作
を
め
ぐ
っ
て 

學
林
第
二
〇
號　
　

一
九
九
四
年
二
月

白
居
易
の
杭
州
刺
史
轉
出 

學
林
第
二
一
號　
　

一
九
九
四
年
七
月

杭
州
刺
史
時
代
の
白
居
易 

學
林
第
二
二
號　
　

一
九
九
五
年
三
月

本
邦
傳
來
の
宋
版
『
錦
繡
萬
花
谷
』 

學
林
第
二
四
號　
　

一
九
九
六
年
二
月

李
商
隱
の
「
白
公
墓
碑
銘
」 

學
林
第
二
六
號　
　

一
九
九
七
年
二
月

白
居
易
の
墓
誌
自
撰 

學
林
第
二
八
・
二
九
號　

高
木
正
一
先
生
追
悼
記
念
論
集　
　

一
九
九
八
年
三
月

白
居
易
「
醉
吟
先
生
墓
誌
銘
」
の
眞
僞 

『
日
本
中
國
學
會
創
立
五
十
年
記
念
論
集
』（
汲
古
書
院
）　

一
九
九
八
年
一
〇
月



一
〇

（
傳
）
焦
循
『
詩
話
粹
金
』
に
つ
い
て 

學
林
第
三
一
號　

一
九
九
九
年
一
一
月

和
刻
本
の
『
文
選
』
に
つ
い
て
―
版
本
か
ら
見
た
江
戶
・
明
治
期
の
『
文
選
』
受
容
〔
含
江
戶
・
明
治
期
『
文
選
』
版
本
目
錄
〕 

學
林
第
三
四
號　
　

二
〇
〇
二
年
一
月

久
保
天
隨
と
そ
の
著
書
『
支
那
文
學
史
』 

『
中
國
の
文
學
史
觀
』（
創
文
社
）　　

二
〇
〇
二
年
二
月

資
料
紹
介 
唐
圭
璋
氏
『
全
宋
詞
』
編
纂
の
一
過
程
―
中
田
勇
次
郞
先
生
宛
二
通
の
唐
氏
書
函
を
通
し
て
―
附 

詞
學
文
庫
分
類
目
錄
補
遺
・
正
誤
表
（
共
著
）

 

學
林
第
三
五
號　
　

二
〇
〇
二
年
五
月

白
居
易
と
李
商
隱 

學
林
第
三
六
・
三
七
號　

中
國
藝
文
硏
究
會
二
十
周
年
記
念
論
集　
　

二
〇
〇
三
年
三
月

日
本
江
戶
、
明
治
兩
代
的
《
文
選
》
版
本
𥳑
介
與
目
錄 

廣
西
師
範
大
學
學
報
總
第
一
六
八
期　
　

二
〇
〇
四
年
一
月

朝
鮮
本
『
夾
注
名
賢
十
抄
詩
』
の
基
礎
的
考
察 

學
林
第
三
九
號　
　

二
〇
〇
四
年
三
月

朝
鮮
本
『
夾
注
名
賢
十
抄
詩
』
中
の
「
梁
山
伯
祝
英
臺
傳
」
と
「
梁
祝
故
事
」
說
唱
作
品
と
の
關
聯

 

『
松
浦
友
久
博
士
追
悼
記
念
中
國
古
典
文
學
論
集
』（
硏
文
出
版
）　　

二
〇
〇
六
年
四
月

靜
嘉
堂
文
庫
所
藏
古
鈔
無
注
本
『
文
選
』
卷
十
殘
卷
校
記 

學
林
第
四
四
號　

二
〇
〇
六
年
一
二
月

靜
嘉
堂
文
庫
所
藏
古
鈔
無
注
本
『
文
選
』
卷
十
殘
卷
敍
錄 

立
命
館
文
學
第
五
九
八
號　

淸
水
凱
夫
敎
授
退
職
記
念
論
集　
　

二
〇
〇
七
年
二
月

老
い
を
生
き
る
白
居
易 

文
藝
論
叢
第
六
八
號　

若
槻
俊
秀
敎
授
退
休
記
念
論
集　
　

二
〇
〇
七
年
三
月

唐
詩
の
新
資
料
・
朝
鮮
本
『
夾
注
名
賢
十
抄
詩
』
を
め
ぐ
っ
て
―
『
千
載
佳
句
』
と
の
關
連
性 

和
漢
比
較
文
學
第
四
〇
號　
　

二
〇
〇
八
年
二
月

孤
本
朝
鮮
活
字
版
『
選
詩
演
義
』
と
撰
者
曾
原
一
に
つ
い
て 

學
林
第
四
六
・
四
七
號　

白
川
靜
先
生
追
悼
記
念
論
集　
　

二
〇
〇
八
年
三
月

留
滬
半
年
經
眼
書
錄
抄
（
上
） 

學
林
第
四
九
號　
　

二
〇
〇
九
年
三
月

留
滬
半
年
經
眼
書
錄
抄
（
下
） 

學
林
第
五
〇
號　
　

二
〇
一
〇
年
一
月

白
川
靜
文
庫
と
文
庫
所
藏
の
胡
適
手
識
『
章
氏
遺
書
』 

學
林
第
五
一
號　
　

二
〇
一
〇
年
六
月

南
宋
選
學
書
『
選
詩
演
義
』
考 

日
本
中
國
學
會
報
第
六
二
集　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

『
選
詩
演
義
』
考
異
―
宋
代
『
文
選
』
版
本
と
し
て
の
『
選
詩
演
義
』
― 
學
林
第
五
三
・
五
四
號　

松
本
幸
男
先
生
・
島
一
先
生
追
悼
記
念
論
集　

二
〇
一
一
年
一
二
月

『
乾
隆
四
庫
全
書
無
板
本
』
所
收
『
江
湖
集
』
の
鮑
廷
博
校
宋
本
識
語
に
つ
い
て 
立
命
館
文
學
第
六
三
〇
號　

中
西
健
治
敎
授
退
職
記
念
論
集　
　

二
〇
一
三
年
三
月

【
修
補
】『
乾
隆
四
庫
全
書
無
版
本
』
所
收
『
江
湖
集
』
の
鮑
廷
博
校
宋
本
識
語
に
つ
い
て 

江
湖
派
硏
究
第
三
輯　
　

二
〇
一
四
年
三
月

復
旦
大
學
圖
書
館
古
籍
部
所
藏
の
曹
元
忠
『
白
石
道
人
歌
曲
考
證
』 

風
絮
第
一
〇
號　
　

二
〇
一
四
年
三
月

內
藤
湖
南
の
手
書
詩
稿
と
全
集
未
收
書
𥳑 

書
論
第
四
一
號　
　

二
〇
一
五
年
八
月

臺
灣
中
央
硏
究
院
傅
斯
年
圖
書
館
所
藏
の
稿
本
『
錢
注
杜
詩
』
に
つ
い
て
―
李
爽
氏
「〝
錢
牧
齋
杜
注
寫
本
〞
考
」
補
遺
― 

學
林
第
六
四
號　
　

二
〇
一
七
年
三
月

明
鈔
本
『
古
今
歲
時
雜
詠
』
考 

學
林
第
六
六
號　
　

二
〇
一
八
年
五
月



一
一

芳
村
弘
道
敎
授　

略
歷
・
著
作
目
錄

古
筆
切
の
李
善
注
本
『
文
選
』
に
つ
い
て 

學
林
第
六
八
號　
　

二
〇
一
九
年
五
月

譯
注

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
譯
注
（
一
） 

就
實
語
文
第
一
二
號　

一
九
九
一
年
一
一
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
譯
注
（
二
） 

就
實
語
文
第
一
三
號　

一
九
九
二
年
一
一
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
譯
注
（
三
） 

就
實
語
文
第
一
四
號　

一
九
九
三
年
一
一
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
譯
注
（
四
） 

就
實
語
文
第
一
五
號　

一
九
九
四
年
一
二
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
譯
注
（
五
） 

就
實
語
文
第
一
六
號　

一
九
九
五
年
一
一
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
譯
注
（
六
） 

就
實
語
文
第
一
七
號　

一
九
九
六
年
一
一
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
譯
注
（
七
） 

就
實
語
文
第
一
九
號　

一
九
九
八
年
一
二
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
譯
注
補
訂 

就
實
語
文
第
二
〇
號　

一
九
九
九
年
一
二
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
一
） 

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
第
一
號　
　

二
〇
〇
七
年
三
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
二
） 

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
第
二
號　
　

二
〇
〇
八
年
三
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
三
） 

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
第
三
號　
　

二
〇
〇
九
年
三
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
譯
注
稿
（
五
）（
共
著
） 

風
絮
第
五
號　
　

二
〇
〇
九
年
三
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
譯
注
稿
（
六
）（
共
著
） 

風
絮
第
六
號　
　

二
〇
一
〇
年
三
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
譯
注
稿
（
七
）（
共
著
） 

風
絮
第
七
號　
　

二
〇
一
一
年
三
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
四
） 

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
第
五
號　
　

二
〇
一
一
年
六
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
譯
注
稿
（
八
）（
共
著
） 

風
絮
第
八
號　
　

二
〇
一
二
年
三
月

詞
籍
「
提
要
」
譯
注
稿
（
二
）（
共
著
） 

風
絮
第
九
號　
　

二
〇
一
三
年
三
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
五
） 
立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
第
六
號　
　

二
〇
一
二
年
七
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
譯
注
稿
（
九
）（
共
著
） 

風
絮
第
九
號　
　

二
〇
一
三
年
三
月

詞
籍
「
提
要
」
譯
注
稿
（
三
）（
共
著
） 

風
絮
第
一
〇
號　
　

二
〇
一
四
年
三
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
譯
注
稿
（
十
）（
共
著
） 

風
絮
第
一
〇
號　
　

二
〇
一
四
年
三
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
譯
注
稿
（
十
二
）（
共
著
） 

風
絮
第
一
二
號　

二
〇
一
五
年
一
二
月



一
二

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
六
） 

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
第
九
號　
　

二
〇
一
六
年
一
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
唐
五
代
編
（
共
著
） 

風
絮
別
册　
　

二
〇
一
六
年
三
月

詞
籍
「
提
要
」
譯
注
稿
（
六
）（
共
著
） 

風
絮
第
一
三
號　

二
〇
一
六
年
一
二
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
七
） 

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
第
一
〇
號　
　

二
〇
一
七
年
三
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
北
宋
編
（
一
）（
共
著
） 

風
絮
別
册　
　

二
〇
一
七
年
三
月

詞
籍
「
提
要
」
譯
注
稿
（
七
）（
共
著
） 

風
絮
第
一
四
號　

二
〇
一
七
年
一
二
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
八
） 

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
第
一
一
號　
　

二
〇
一
八
年
三
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
北
宋
編
（
二
）（
共
著
） 

風
絮
別
册　
　

二
〇
一
八
年
三
月

詞
籍
「
提
要
」
譯
注
稿
（
八
）（
共
著
） 

風
絮
第
一
五
號　

二
〇
一
八
年
一
二
月

龍
楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
譯
注
稿
（
十
三
）（
共
著
） 

風
絮
第
一
五
號　

二
〇
一
八
年
一
二
月

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
九
） 

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
第
一
二
號　
　

二
〇
一
九
年
三
月

書
評
・
そ
の
他

書
評　

植
木
久
行
著
「
唐
詩
の
風
土
」 

學
林
第
二
號　
　

一
九
八
三
年
七
月

立
命
館
大
學
所
藏
漢
籍
善
本
展
觀
目
錄 

立
命
館
大
學
中
國
文
學
硏
究
室　

一
九
八
八
年
一
〇
月

書
評　
『
靜
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
圖
錄
』 

彷
書
月
刊
一
九
九
二
年
九
月
號　
　

一
九
九
二
年
八
月

黃
鶴
樓
の
別
れ
―
李
白
『
黃
鶴
樓
送
孟
浩
然
之
廣
陵
』
詩
の
制
作
時
期
― 

高
校
通
信
東
書
國
語
三
二
八　

一
九
九
二
年
一
二
月

張
旭
・
顏
眞
卿
新
出
墓
誌
瞥
見
記 

中
唐
文
學
會
報
第
五
號　

一
九
九
八
年
一
〇
月

書
評　

逸
話
を
軸
と
し
て
說
き
盡
く
す
唐
代
詩
人
の
詩
心　

植
木
久
行
著
『
唐
詩
物
語
―
名
詩
誕
生
の
虛
と
實
と
』 

東
方
第
二
六
三
號　
　

二
〇
〇
三
年
一
月

展
觀
「
白
川
靜
の
世
界
」
―
２
０
０
５
年
11
・
12
月
開
催
の
「
白
川
靜
と
立
命
館
展
」
よ
り
― 

白
川
硏
究
所
便
り
第
一
號　
　

二
〇
〇
六
年
三
月

朝
鮮
版
か
ら
出
現
し
た
白
居
易
の
佚
詩 

新
釋
漢
文
大
系
季
報
一
〇
八　
　

二
〇
〇
八
年
七
月

白
川
靜
文
庫
の
開
設
と
『
白
川
靜
文
庫
目
錄
』
の
完
成 

白
川
硏
究
所
便
り
第
五
號　
　

二
〇
一
〇
年
六
月

白
川
先
生　

桂
東
の
書
齋
と
白
川
靜
文
庫
の
こ
と
（
白
川
靜
生
誕
百
年
記
念
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
（
一
五
）） 

月
刊
百
科
第
五
七
七
號　

二
〇
一
〇
年
一
一
月

「
白
川
靜
文
庫
開
設
記
念
展
」
を
終
え
て 

白
川
硏
究
所
便
り
第
六
號　
　

二
〇
一
一
年
五
月

納
稅
者
で
あ
っ
た
白
居
易 

新
釋
漢
文
大
系
季
報
一
一
一　
　

二
〇
一
一
年
六
月



一
三

芳
村
弘
道
敎
授　

略
歷
・
著
作
目
錄

立
命
館
土
曜
講
座
特
集
「
白
川
靜
の
世
界
」
と
內
田
樹
氏
の
公
開
講
演 

白
川
硏
究
所
便
り
第
七
號　
　

二
〇
一
二
年
七
月

書
評　

住
吉
朋
彥
著
『
中
世
日
本
漢
學
の
基
礎
硏
究　

韻
類
編
』 

和
漢
比
較
文
學
第
五
〇
號　
　

二
〇
一
三
年
二
月

中
國
の
書
物
の
歷
史 

中
國
文
學
專
攻
硏
究
の
し
お
り　
　

二
〇
一
三
年
四
月

福
井
ラ
イ
フ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
漢
字
文
化
講
座
「
白
川
文
字
學
を
學
ぼ
う
」
の
講
演 

白
川
硏
究
所
便
り
第
八
號　
　

二
〇
一
三
年
七
月

再
度
、
中
國
で
の
學
外
硏
究 

白
川
硏
究
所
便
り
第
九
號　
　

二
〇
一
五
年
三
月

師
事
三
十
年
一
斑　

白
川
靜
『
文
字
講
話
Ⅰ
』
解
說 

平
凡
社　

二
〇
一
六
年
一
〇
月

書
評　

詩
語
と
な
っ
た
中
國
の
名
所
を
知
る
最
良
の
書
『
中
國
詩
迹
辭
典
』 

東
方
第
四
三
〇
號　

二
〇
一
六
年
一
二
月

立
命
館
土
曜
講
座
特
集
「
白
川
靜
先
生
の
學
問
を
顧
み
る
―
白
川
靜
先
生
の
沒
後
十
周
年
を
記
念
し
て
―
」
の
開
催
に
つ
い
て

 

白
川
硏
究
所
便
り
第
一
一
號　

二
〇
一
七
年
一
二
月

白
川
靜
博
士
御
遺
藏
の
書
籍
・
資
料
類
の
受
贈 

白
川
硏
究
所
便
り
第
一
三
號　
　

二
〇
一
九
年
四
月

第
五
回
東
亞
漢
籍
交
流
學
術
會
議 

白
川
硏
究
所
便
り
第
一
三
號　
　

二
〇
一
九
年
四
月




